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    現地報告 

米国：CA 州の 2011 年産オウトウ生育状況   中川 圭子 

<生育は前年度より１週間

遅れ>  

米国カリフォルニア州

における生鮮オウトウの

生育は，3 月〜4 月初旬に

かけて平年値を大きく下

回る低温日が継続したた

めに昨年よりも約 1 週間

遅れのペースで推移して

いる。 

州内産地においては，

昨年も果実肥大期に雤を

伴う冷涼な気候に見舞わ

れ，初収穫は平年よりも

数日遅れて 4 月 25 日に開

始された。 

本シーズンの初収穫は

昨シーズンよりもさらに

遅れ，5 月第 1 週にス

タートを切る見通しであ

る。この予測が実現する

と，本シーズンの出荷の

ピークは，最主要産地で

あるサンホアキンバレー

北部地区における「ビン

グ」の収穫が本格化する

6 月第 1 週以降となりそ

うである。 

<早生品種> 

カリフォルニア州内で

最初に収穫期を迎えるサ

ンホアキンバレー南部地

域では，一部の産地で霜

害が発生した模様であ

る。サンホアキンバレー

南部地域で最も早く収穫

期を迎える品種は「ブ

ルックス」であるが，本

品種は，降雤による裂果

が出やすくなることか

ら，ここ数年，栽培面積

の縮小が記録されてい

る。「ブルックス」と並

ぶ伝統的な早生品種であ

る「ツラーレ」も昨年と

比較して本年は減収と予

測されている。 

一方，近年人気が高

まっている早生品種は，

裂果に強い「コーラル

シャンペーン」である。

本品種は果肉が締まり，

遠距離輸送にも適すると

されることから，遠から

ず「ブルックス」に取っ

て替わる最主要早生品種 

 

の地位を占めると予測す

る関係者が多い。 

今ひとつの早生種であ

る「セコイヤ」も，本

シーズンは昨年実績を上

回る収穫が予測されてい

る。 

 

<日本の大震災の影響> 

3 月 11 日に日本を襲っ

た大地震とそれに伴う大

津波，そして今なお収拾

されていない原発事故

は，カリフォルニア州産

生鮮オウトウの対日輸出

に尐なからぬ影響を及ぼ

すことが懸念されてい

る。日本はカリフォルニ

ア州オウトウ業界にとっ

ては，カナダと並ぶ最重

要輸出市場である。交通

機関，冷蔵施設，電力等

インフラが完全復興しな

いのではないか，「嗜好

品」に属すると思われる

生鮮オウトウへの需要が

著しく低下するのではな

いかといった懸念が，業

界内で渦巻いている。 
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くん蒸処理をしないで輸出された 2010 年のカリフォルニア州産オウトウ 

の対日輸出状況 

2009 年 7 月に日本政府によって認められたくん蒸処理をしないで輸出できるシス

テムアプローチ（園地における害虫捕獲調査と選果場での生果実調査を基本とした

輸出検査法）によるカリフォルニア（CA）州産オウトウの対日輸出量は，2010 年の

同州の対日輸出量の 4％を占める 4,000 箱（18 ポンド/箱）に止まった。この要因の

一つとして，2009 年産オウトウを日本に輸出したワシントン（WA）州の先例が上

げられる。 

それは，くん蒸処理をしないで対日輸出された WA 州産オウトウから日本への入

国時検査により害虫が発見され，入港地でのくん蒸を余儀なくされたため，二重の 
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タイ：東日本大震災で日本向けマンゴーの輸出が大打撃      中兀 進弘 

タイのマンゴー栽培農家は，東日

本大震災の発生以降，取引業者と結

んでいた 1,500 トンの日本向け果実

の買付契約をキャンセルされて大き

な影響を受けている。これは，自然

災害やクーデター，戦争などが起こ

り，マーケティングの状況がよくな

い場合，買付業者が契約を解約する

ことができるという条件に基づいて

なされたものである。タイ国内の仲

卸価格も日本向けの輸出が激減した

ことで，これまで 1kg 当たり 50～

60 バーツであったナムドクマイ・

シートン品種のマンゴーが 20～25

バーツまで落ち込んでいる。 

タイ・マンゴー栽培農家協会によ 

ると，日本の大地震発生後，全国

22 県で輸出向けのマンゴーを栽培

しているタイ・マンゴー農家協会の

220 農家，面積にして約 10 万ライ

の栽培地に影響が及んでいるとい

う。 

協会によると，日本がナムドクマ

イ・シートン品種マンゴーの輸入を

停止したことで，国内では完熟マン

ゴーおよび加工用の未熟食用マン

ゴーの市場供給量が過剰となってい

るうえ，季節外れの雤で品質が务る

という影響もあり，その他品種のマ

ンゴーの仲卸価格が 1kg 当たり 30

～35 バーツから 20 バーツ以下に下

落している。 

したがって，輸出向けでは，ベト

ナムや中国，シンガポール，マレー

シア，香港などいわゆる廉価市場へ

の輸出を強化して売れ残りを避けて

いる。これに加えて，2011 年 3 月

下旬から 4 月上旬にかけて平年より

多くの雤が降り，気温が下がると予

報されており，マンゴーが従来より

も品質が务り，価格もさらに下落す

ると予測されている。 

同協会では政府にマンゴーの販売

先確保など栽培農家への支援を要望

している。(2011 年 3 月 22 日付け

「Manager Online」) 

（ 1 バーツ≒ 2.8 円， 1 ライ≒

0.16ha） 

 

ブラジル：中国のオレンジ生産拡大は短期的には影響がない    中田 秀信 

 中国政府は 2002 年に重点育成

作物（15 作物）の中の１つにオレ

ンジの生産奨励を掲げ，2015 年ま

でに栽培面積を 200 万 ha まで拡

大し，生産量を 3,000 万トン，オ

レンジ生果の輸出量を 140 万トン

に増やすことを計画している（中
央果実基金注釈：米国農務省の資
料によると中国の 2009/10 年度に
おけるオレンジ栽培面積は 70 万
ha，生産量は 635 万トン，輸出量
は 15.5 万トンとなっている。
2002/03 年度対比では栽培面積で
24％増，生産量で 78％増，輸出
量で 11 倍となっている）。 

ブラジルカンキツ果汁輸出業者

協会（CitrusBR）によると，中国 

のオレンジ生産増で最も影響を受

けるのは栽培適地が尐ない米国で

あるとしている。 

一方，ブラジルは広大なオレン

ジ適地を有していることに加え，

オレンジ果汁は他の生産国に比べ

て品質が高い上，長年にわたり

培ってきた生産技術と物流管理の

面から，中国のオレンジ生産増は

短期的にブラジルのオレンジ果汁

輸出に影響を及ぼさないとしてい

る。また，ブラジルカンキツ協会

も，ブラジルはオレンジの栽培技

術や病害虫の対策等で中国より

優っており，同国のオレンジ生産

増は短期的にブラジルの生産者に

大きな影響を与えることはないと 

見ている。 

しかし，中国の計画が順調に進

めば 2015 年のオレンジ栽培面積

はブラジルの約 2 倍，生産は約

1.6 倍の一大生産国となり，中・

長期的には世界のオレンジ生果・

果汁市場とブラジルのオレンジ果

汁輸出に影響を及ぼすことになる

としている。なぜなら，中国のリ

ンゴ果汁輸出はほぼゼロからス

タートし，僅か 5 年の短期間で世

界の輸出の 75％を占めるに至って

いるからである。オレンジ果汁も

リンゴ果汁と同様となる可能性は

否定できないと米国のオレンジ専

門家は指摘している。（2011 年 1

月 18 日付け「ヴァロール」紙） 

コスト負担が生じたうえ，くん蒸処理による流通の停滞と品質务化を招き，顧客への商品搬入が予定日より遅れた

というものである。この先例は，「システムアプローチは危険を伴うビジネス」というイメージを多くのバイヤー

に植え付ける結果となり，CA 州の多くの生産者や選果・荷造り業者は，システムアプローチプログラムに登録した

ものの，本アプローチに対するバイヤーの興味が一般的に消極的であったため，結局，バイヤーの要望でこれを運

用せず，従来のくん蒸による輸出を実施したという。 

また，CA 州で 2010 年産オウトウを本アプローチで対日輸出した業者によると，本アプローチでの出荷コストは

くん蒸によるコストを大幅に上回った一方で，日本市場では小売店の思惑から「くん蒸/非くん蒸」の区別がされず

に販売され，価格も同一価格帯であったことから，CA 州の生産者および選果・荷造り業者にとって本アプローチに

よる対日輸出は魅力的なビジネスではなかったという。しかし，本アプローチで輸入されるオウトウは，くん蒸処

理された果実と比べて品質が良好で，棚持ち期間が明らかに長いとするのが関係者一般の見解である。したがっ

て，商品の一部が船便輸送されて長期の棚持ち期間が要求される WA 州にとっては，全商品を空輸する CA 州より

本アプローチのメリットが大きいと輸出業者はいう。 

2011 年度発行予定の「CA 州における甘果オウトウの生産・流通事情調査報告書」より 
 



 

3 

  

海外果樹農業ニュースレター                            2011 年 4 月発行 第 1 号 ■ ３   

果樹産業の動向 

次の時代を担うリンゴ新品種の動向と課題   World Apple  Report 誌（2011 年 3 月号） 

1980 年代から 1990 年代にかけ

て「ガラ」，「ふじ」，「ブレイ

バーン」，「ジョナゴールド」な

どの新品種が世界のリンゴ市場に

登場し，市場でのプレミアムを獲

得した。しかし，これらの新品種

も産地が拡大するにつれてプレミ

アムの額は次第に減尐していっ

た。そうなると，これら新品種の

市場出荷量を抑えることで，市場

プレミアムを確保できないかとい

う考えが出てくる。 

こうした中で，ピンクレディー

やジャズといった新品種は生産

量，品質，販売が一元的管理体制

のもとにおかれ，プレミアムが確

保された。 

これらの品種の生産は一定の栽

植許可料を支払うことを条件に限

定された生産者に許可され，取り

扱いを特定の出荷施設に限定的に

許可して品質を確保し，販売に関

しては特定市場向けの出荷地域や

販売窓口を一元的にコントロール

し，広報，販促等の活動を一定の

戦略のもとに置いて品種イメージ

の維持を図るというものである。

そしてその品種の生産・販売許可

料は，様々な品種管理コストを負

担するため生産者および取扱業者

に賦課された。これは生産者や取

扱業者は許可料を負担しても余り

あるプレミアムを手にできるとい

う理解のもとに成り立っていた

（中央果実基金注釈：こういった
特定の条件で管理された品種をク
ラブ品種という）。 

 当初のクラブ品種は能力主義集

団で，市場に売り出そうという品

種にふさわしい優秀な生産者，優

良な果樹園や取扱業者を限定的に

選別しようとした。 

 

<全品種に適合するモデルはない> 

 この 10 年，品種(あるいはクラ

ブ品種)管理モデルは，うまくいか

なかった例も数多ある。その理由

は，第 1 に，よく知れ渡った成功

モデルはごく僅かしかなかったこ 

とである。第 2 に，うまくいった

クラブ品種でも，当初投資とその

成果としてのプレミアムを手にす

るまでの時間が，最初に見込んだ

より長期間だったということがあ

る。そして第 3 に，生産者，出荷

業者や販売業者の多くが，その品

種を手掛けることにより経営にメ

リットがあると信じていたにも関

わらず，その品種を自由に生産

し，販売することが認められな

かったということがある。 

さらに，今日のリンゴ小売りを

取り巻く環境はクラブ品種がもて

はやされた頃とは大きく変わって

しまったということがある。 

 

<リンゴ小売業界をめぐる重要変化> 

食品小売業をめぐる変化は，新

品種リンゴのみならず，さまざま

な青果物の販売環境に大きな影響

を与えている。まず巨大小売業者

の影響力の増大であり，しかも巨

大小売業者の寡占化がますます進

んでいる。さらには，巨大小売業

者は競争相手との差別化を図ろう

と，競争相手の店頭では売られて

いないもの，つまり自分の店が独

占的に売れる物を要求するように

なった。 

 

<新品種開発競争での熾烈な競争> 

 一方，新品種の開発に拍車がか

かっている。生産者，出荷業者，

小売業者，研究組織，育種業者，

種苗業者全てが，新品種の開発競

争にしのぎを削った結果，登場し

てくる新品種の数は年々増加して

いる。 

ここ数年，ワシントン州で開発

された新品種 WA2 や WA5，

ニューヨーク州の NY2，世界的な

合弁企業である NZ の育種会社

Prevar 社の SmittenTM，RockitTM

や  SweetieTM ， ベ ル ギ ー の

Better3 Fruit 社の「Zonga」や

「Zari」等である。 

 

<様々な生産・販売統制方法> 

 これら新品種の開発者の中に

は，かつてのジャズのような世界

規模で組織化された生産，出荷，

販売での選別エリート集団モデル

を踏襲する者もいるが，多くの生

産・販売統合業者は，一定の地域

についてのみ独占的な生産・出

荷，品質統制，販売，販促活動を

模索している。また，大規模供給

業者の多くは，市場ごとに新品種

の小売業者を 1 社に絞り込もうと

している。 

育種プログラムの中にはその品

種の地理的適性を重視して，園地

の立地条件に基づき生産者を絞り

込むものもある。しかし，そこで

生産されたものが必ずしも品質的

に素晴らしいということではな

い。中には「ふじ」の枝分かれ品

種である Kiku モデルのように希

望者は全てその新品種の栽培を認

められるが，販売に当たっては最

低品質基準に合格した物だけが特

定の商標を冠して販売することを

認められるというものもある。 

 

<市場での成功には戦略が重要問題> 

新品種リンゴについて最善の生

産・販売統制方法が採られたとし

ても，実際に成功するかは販売戦

略にかかっている。 

市場での売り込みの成否は，販

売を主導する組織の評判，販売主

導組織と市場の中枢的小売業者と

の関係，ブランドや商標の適否，

販売促進能力，小売業者や消費者

とのトラブルを円滑に処理する能

力があるか等々にかかっている。 

 

<全ての新品種に成功のチャンス> 

「World Apple Report」（2010

年 3 月号）誌で 2015 年に 2 万ト

ン以上の生産の可能性のある新品

種として 8 品種をリストアップし

た。そのうち「ピノバ(Pinova。

米 国 で は Pinata) 」 ， 「 ベ ル

チャード(Belchard)」，「カンジ

(Kanzi)」の 3 品種は既に生産量 2

万トン以上を実現している。 
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 これらに続いて「アンブロシア

( A m b o r o s i a ) 」，エンビー

(Emby)，「ジュナミ(Junami。ま

たはミルワ(Milwa)」，ルーベン

ス ( R ubens)，テンテーション

(Tentation)も 2015 年には 2 万ト

ンに達するだろう。さらにこれら

に次ぐ 9 番目の新品種として

「レッドプリンス(Red Prince)」

も 2 万トンを超えそうである。今

後さらなる新品種がニッチ市場で

の成功を遂げようとするならば，

生産，選果・ 荷造り，貯蔵，品質  

保持，消費者反応等についてさら

に研究することが必要である。 

 

<世界規模での情報共有が必要> 

豪州のオーストラリアリンゴ開

発プログラム社（APFIP），イタ

リア南チロルの品種改良連合と

いったように各国それぞれの組織

が新品種の評価事業を互いに関係

ない形で行っているが，世界のリ

ンゴ生産者や流通業者が将来に向

けた栽植計画を考えるうえで，世

界各地での栽培関係の情報を共有 

することが必要である。 

さらには，研究者が各地のデー

タを突き合わせることにより，そ

の品種の成績の良否を左右する要

因が何であったかを突き止めるこ

とができるだろう。新品種を市場

に登場させるためには多額の投資

が必要なことから，その新品種の

強みと弱みを明確化することは極

めて重要で，そうすることにより

新たな優良品種が速やかに見出さ

れるだろう。 

リンゴのアジア戦略             World Apple  Report 誌（2011 年 2 月号） 

リンゴ生産を行っている全ての

国，地域および会社はアジア戦略

を持つことが必要である。アジア

以外の市場は十分にリンゴが供給

されており，アジアだけがリンゴ

市場の長期的成長の全ての前提条

件が整っている。多くの裕福な消

費者が急増しており，また近代的

な小売セクターが急速に拡大して

いる。これに加えて，多くのアジ

ア諸国の国内リンゴ産業は小さい

かまたは存在せず，そのため需要

の増加は輸入によって満たされな

ければならないという条件があ

る。 

 

<アジアの有望市場> 

付表は，2000 年および 2008 年

における 13 の大手リンゴ輸入業

者によって輸入された生鮮リンゴ

の数量，額および平均輸入価格を

示している。2000 年と 2008 年の

間で全体の数量は 71％，額は

166％，そして平均輸入価格は

55.5％増加した。大中華圏（台湾

および香港を含む）は 2008 年に

おいて依然最大の輸入国であり，

全体輸入量は 28 万トンを超え，

額は 3 億 3,700 万ドルであった。

最も劇的な成長率は，インド，バ

ングラデシュ等の南アジア諸国お

よびカザフスタン等の中央アジア

諸国において見られた。 

 

<輸出企業の能力> 

各輸出企業は，ターゲット市場

の持つ特別の性格に対応できる効 

果的な戦略が必要であり，その戦

略を企業が有している経営資源と

調整する必要がある。例えば，自

分の企業はどれくらいの数量およ

びリンゴ品種の品揃えを現在また

は潜在的にアジア市場に供給でき

るか？また，自分の企業はどのよ

うな資金源を輸出活動に充てるこ

とができるかといった点である。

企業の生産物の提供，資金が限定

されればされるほど，企業は特定

の国，地域や都市に的を絞らなけ

ればならない。 

 

<異なる市場の潜在力> 

 付表の生鮮リンゴの平均輸入価

格を見ると，2008 年では台湾は

カザフスタンのそれの 3.5 倍であ

る。シンガポールの平均価格は近

隣のマレーシアの 2 倍以上であ

る。支払われた平均価格は，部分

的には各国の現在の経済発展の段

階を反映している。それらはまた

所得配分，購買パターン，文化，

伝統，祭り，祭日およびその他の

社会的影響力によって左右され

る。これらの影響の多くは何世紀

にも及ぶものである一方，アジア

諸国はまた，携帯電話，車および

インターネット等の近代化が進ん

でいる。あらゆるマーケティング

戦略の鍵は，各国における現在の

消費者の選択パターンを形作って

いる力を理解することであり，ま

たどのようにして，またなぜその

ような選択の変化が生じ，自分の

会社がその変化に投資できるかと 

いうことについて理解することで

ある。 

 

<アジアへの多様な道> 

 輸出企業はアジアへの多くの異

なるチャンネルを追跡してきた。

当初は特定の輸入業者や代理業者

を通じて業務を行い，いくつかの

企業は輸入国に現地事務所を設け

た。最近では，近代的な小売業者

がアジアにおいて拡大してきたた

め，多くは海外の供給者からの直

接調達について検討している。そ

ういった参入の手段は将来もっと

重要になると思われる。また，無

料で利用可能な情報源があるので

活用する。例えば，多くのリンゴ

輸出企業は，アジア諸国において

既に企業代理店を経験しているの

で彼らから話を聞く。主要なアジ

アの都市における多くの大使館に

は，一般的または特定の助言を行

う商務担当の大使館員がいる。ま

た輸送会社，輸入業者および小売

業者は，潜在的な顧客に対して

個々の市場においていかに効率的

にかじ取りするかについて進んで

話をするので利用する。 

 

<生産への関与> 

 過去 20 年において多くの企業

はアジア諸国において生産，選

果・荷造りまたは加工の施設を入

手することに格闘してきた。その

目的は，アジア内で産品を移動ま

たは他国に輸出するために，全体

的なアジア戦略の中での選択肢を 
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増やすことであった。この選択

肢は，もともと果樹産業を持っ

ている中国，インド，トルコお

よびカザフスタンのような国にお

いてのみ利用可能である。 

 

<とにかくやりなさい> 

効率的で自分の企業に利益をもたら

すようなアジア戦略を企画すること

は困難な仕事である。潜在的な危険

性がたくさんありコストがかかる。

しかしながら，他の多くのリンゴ輸

出業者や国は，多くの伝統的な市場

に比べてアジアにおいて儲ける機会 

があることを認識し始めている。仮

に競争相手が支配的な地位を得た場

合には，アジア戦略の開発の遅れは

コストのかかるものになる。スター

トするときは今である。ナイキのス

ローガンのように「とにかくやりな

さい」である。 

 

  主要アジア国における生鮮リンゴの輸入（2000 年と 2008 年） 

主要アジア諸国における生鮮リンゴの輸入（2000 年および 2008 年） 

 

米国の新食品安全法により GAP は不要となるか？ 
Good Fruit Grower 誌（2011 年 3 月 1 日号） 

米国農務省 (USDA)は，学校給

食その他の事業用に調達する原材

料の安全性確保のための食品安全

規則を定め，USDA 版農業生産工

程管理（GAP）ともいうべき独自

の食品安全監督システムを開発し

ている。これは強制力を持った連

邦規則ではないが，連邦政府によ

る買上げを希望する生産者は

USDA 版 GAP への適合が必須条

件とされていることから広く米国

食品産業界で援用されている。 

一方，2011 年 1 月 4 日に大統領

によって署名された新食品安全法

(米国食品安全近代化法)は，食品

の安全規制の所管を USDA から食

品医薬品局(FDA)に移し，FDA に

対し食品の安全制度の普及と施行

に関する幅広い権限を与えるもの

である。もし FDA が新食品安全

法を強力に推進し，食品の安全制

度を GAP 並みかあるいはそれ以

上に強化していけば，GAP の認証

制度は不要となる。しかし，ミシ 

ガン州立大学の普及指導員による

と，FDA がその権限を十分に発揮

しなければ，小売業界としては引き

続き第 3 者組織による認証を前提と

する GAP 制度に頼ることになると

している。 

 

<食品安全に関する既得権益> 

新食品安全法は，生産者および小

売業者を含めた青果物関連産業から

広い支持を得ている。青果物関連業

界は食品の安全性に関し，責任の一

定部分を連邦政府が負担することで

自分たちの負担を軽減したいと考え

ている。新制度では，FDA は問題

が生じたとき従来の企業による任意

の回収を求めるのでなく，直ちに回

収を指示できる。 

年間売上額 50 万ドル未満で，生産

した食品を主として州内又は半径

400 マイル以内に販売している小規

模生産者および生産者直売市場や道

路沿いで販売するような零細業者は

新法の適用外とされているが，この 

適用除外措置について，青果物関係

19 団体は，食品の安全性確保に関

する制度の弱体化を招きかねないと

して反対している。 

普及指導員によると，米国では

GAP 認証システムはやがて消え，

GAP と同程度かあるいはそれ以上

に厳しい FDA の規則が取って代る

ことになるという。しかし，FDA

の規則は食品の安全性に限定された

ものであり，巨大食品小売業者の

ウ ォ ル マ ー トが 利 用 して い る

GlobalGAP による認証システムは

今後も続く。なぜなら，FDA の規

則が食品の安全性に限定されている

のに対し，GlobalGAP は農業生産

労働者の保護や環境保護の責務と

いったことも含まれているからであ

る。 

 EU 向けに青果物を輸出しようと

する者は FDA の規則と関係なく，

引き続き EurepGAP による認証を

条件とする。 

（www.goodfruit.com） 

国 名 

2000 年 2008 年 

輸入量 輸入額 輸入単価 輸入量 輸入額 輸入単価 

(トン) 1,000 ドル ドル/トン (トン) 1,000 ドル ドル/トン 

中国（台湾含む） 155,694 94,651 607.93 179,740 249,642 1,388.91 

香港 77,778 60,683 780.21 111,824 86,934 777.42 

ｱﾗﾌﾞ首長国連邦 108,676 49,466 455.17 157,799 136,075 862.33 

サウジアラビア 111,074 47,891 431.16 156,727 135,435 864.15 

インドネシア 73,426 42,421 577.74 139,819 111,688 798.80 

ベトナム 28,500 7,200 252.63 134,237 63,703 474.56 

タイ 42,811 41,489 969.12 105,660 90,962 860.89 

マレーシア 69,303 16,873 243.47 89,843 43,301 481.96 

フィリピン 67,679 21,139 312.34 84,993 68,041 800.55 

シンガポール 49,507 38,000 767.57 47,177 52,727 1,117.64 

インド 6,586 4,695 712.88 71,204 74,580 1,047.41 

バングラデシュ 5,600 3,000 535.71 87,314 43,849 502.20 

カザフスタン 7,365 1,333 180.99 57,071 22,449 393.35 

合 計 989,018 502,738 508.32 1,692,808 1,338,296 790.58 

出所：国連食糧農業機関（FAO）統計 
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ワシントン州における有機栽培果実の現状    Good Fruit Grower 誌（2011 年 2 月 1 日号） 

<有機栽培リンゴの最大品種「ふじ」> 

ワシントン州立大学の有機栽培果

樹専門家である Granatstein 氏によ

ると，5 年前にウォルマートが有機

栽培果実を取り扱うようになったこ

とで有機栽培果実に対する需要は刺

激され，景気後退にもかかわらず需

要は依然拡大しているという。 

ワシントン州における有機栽培の

ナシとオウトウの栽培面積は 2009

年から 2010 年にかけて減尐したも

のの，これから結実期を迎える幼木

があるため，生産量は今後増加する

と見られている。 

 過去数年間において「ガラ」と

「ふじ」の出荷が大量に増加した。

今後の課題は生産量の増加を需要と

調整することであり，需要を超えた

生産はしないこととしている。 

 ワシントン州は，国内の有機栽培

のリンゴ，ナシおよびオウトウの約

90％を生産しており，20,000 エー

カー（8,000ha）を超える有機栽培

の果樹園を有している。米国は有機

栽培の果実と野菜の世界第 4 位の生

産国であり（数字が入手困難な中国

を除く），世界の有機栽培園芸作物

の栽培面積は 2005 年から 2008 年

にかけて約 56％増加した。 

＜リンゴ＞ 

 2010 年にワシントン州で認証さ

れた有機栽培のリンゴ面積は，

14,771 エーカー（約 6,000ha）

で，これは 2009 年から 6％減尐し

た。「ふじ」はワシントン州におい

て最も多く栽培された有機栽培品種

として「ガラ」にとってかわった。

レッドデリシャスは第 3 位の栽培品

種であり，わずかの差で「グラニー

スミス」が続いた。有機栽培のレッ

ドデリシャスの生産量は安定してい

る。 

 15 年間の価格データによると，

有機栽培リンゴの価格は年次間変動

はあったものの，上昇や下落の明確

な傾向は示していない。2004 年か

ら 2007 年には，有機栽培リンゴの

価格は供給量の大幅な増加にもかか

わらず上昇した。有機栽培の価格

は，プレミアムが高い時とそれほど

高くないときがあるものの，慣行栽

培の価格をたどる傾向にあるとい

う。 

 有機栽培の懸念材料は，有機生産

に関するコストの上昇と規則の増加

がある。2009/10 年度において 600

万箱のリンゴが有機栽培として販売

されたが，有機栽培リンゴのうち， 

200 万箱は慣行栽培果実として販売

された。有機栽培の「ハニークリス

プ」の価格は非常に高いものの，ピ

ンクレディーについては近年はプレ

ミアムがない。 

 

＜ナシ＞ 

 ナシの生産面積は増加を続けてい

る。現在ワシントン州において

2,000 エーカー（約 800ha）を超え

る有機栽培ナシが栽培されており，

このうちの約 3 分の１が「バート

レット」，３分の１が「デアン

ジュー」，３分の１がその他の品種

となっている。「デアンジュー」は

初期において有機栽培ナシの生産を

支配していたが，現在は「バート

レット」が有機栽培ナシの生産量の

最大のシェアを占めている。 

 ナシの割増価格は変化してきてい

る。価格は下向きの傾向であり，市

場は飽和状態になりつつあるとい

う。 

 

＜その他の果実＞ 

 有機栽培のオウトウの生産面積は

2008 年から 2009 年にかけて大幅に

増加したが，2010 年には 2,147

エーカー（860ha）に減尐した。現

在ワシントン州におけるオウトウの

栽植の 6％が有機栽培である。有機

栽培オウトウのプレミアムは以前の

ようには高くない。 

 栽植面積は比較的小さいが，アン

ズ，モモおよびネクタリンにおいて

有機栽培の栽植が増加を続けてい

る。 

(www.goodfruit.com) 

ワシントン州における品目別果樹の有機栽培面積（ha） 

品 目 
有機認証面積 伸び率（％） 

2008 年 2009 年 2010 年 09/10 

リンゴ 5,235.1 6,367.9 5,977.7 -6 

ナシ 693.2 794.8 822.7 4 

オウトウ 703.4 986.2 868.9 -12 

アンズ 43.3 107.2 121.0 13 

モモ／ネクタリン 126.7 501.0 506.3 1 

スモモ／プルーン 39.3 52.6 50.6 -4 

  出所：David Granastein, WSU 

       リンゴの品種別有機栽培面積（ha） ナシの品種別有機栽培面積（ha） 
品 種 2,005 2,006 2,007 2,008 2,009 2,010 

ガラ 552 624 677 1,097 1,399 1,295 

ﾚｯﾄﾞﾃﾞﾘｼｬｽ 339 370 412 590 660 591 

ふじ 460 486 526 923 1,232 1,362 

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ 301 323 350 496 630 428 

ｸﾞﾗﾆｰｽﾐｽ 301 392 407 513 688 595 

ﾌﾞﾚｲﾊﾞｰﾝ 204 234 242 387 438 358 

ｸﾘｯﾌﾟｽﾋﾟﾝｸ 246 258 241 424 437 411 

カメオ 81 85 89 176 176 185 

ﾊﾆｰｸﾘｽﾌﾟ 72 121 137 306 356 445 

その他 165 199 163 323 350 314 

合 計 2,720 3,093 3,245 5,235 6,368 5,985 

 

品 種 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

ﾃﾞｱﾝｼﾞｭ- 157 159 162 210 249 257 

ﾊﾞｰﾄﾚｯﾄ 146 163 194 239 265 280 

ﾎﾞｽｸ 91 87 88 90 112 122 

ｱｼﾞｱﾅｼ 17 19 17 17 18 17 

ﾚｯﾄﾞﾃﾞｱﾝｼﾞｭ 23 23 24 27 34 38 

ｺﾝｺﾙﾄﾞ 11 13 18 24 17 13 

ﾚｯﾄﾞﾊﾞｰﾄﾚｯﾄ 18 15 16 21 36 28 

その他 21 29 55 64 64 67 

合 計 484 506 574 693 795 823 
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   トピックス 

韓国・米国貿易協定締結後の韓国の果実及び果実加工品の輸入措置   
米国農務省海外農業局 HP 要約（2011 年３月 11 日） 

  米国は，2007 年にいったん合意したものの議会の反対で先延ばしとなっていた韓国との FTA 交渉を 2010 年 12 月に最終合

意し，議会の批准を残すところとなった。両国間の貿易交渉締結後の韓国の果実輸入措置は下記のとおり。 

韓国・米国貿易協定締結後の果実および果実加工品の輸入措置 

品 目 締結後の措置 現行税率 

レモン 1 年目は 15％に，2 年目の 1 月 1 日以降は無税 30％ 

グレープフルーツ 毎年均等な引下げにより 5 年目に無税 30％ 

オレンジ シーズン中（９月１日～２月）は無税枞（2,500 トン，毎年３％増枞）設定し， 

無税枞を超える分については現行の MFN（最恵国待遇）税率 50％を適用 

オフシーズン中（３月１日～８月３１日）は即時 30％に引下げ後，毎年均等な 

引下げにより 6 年目で無税 

50％ 

冷凍濃縮オレンジ果汁 即時無税 54％ 

生食用ブドウ 

 

シーズン中（5 月 1 日～10 月 15 日）は毎年均等な引下げにより 17 年目に無税 

オフシーズン中（10 月 16 日～4 月 30 日）は即時 24％に引下げ後，毎年均等な 

引下げにより 4 年目に無税 

45％ 

干しブドウ（レーズン） 
即時無税 

21％ 

ブドウ果汁 45％ 

オウトウ 即時無税 24％ 

リンゴ 

 

ふじ種以外 毎年均等な引下げにより 10

年目に無税 

セーフガード措置： 

 輸入枞 9,000 トンから 5 年後に 12,000 トン 

へと毎年均等増枞し，その後毎年 3％ずつ増枞

し，23 年目に 20,429 トンとする。 

この措置は，ふじ種以外の品種については

11 年目で終了し，ふじ種については 23 年目で

終了する。 

セーフガードを超える量は MFN 税率

（45％）の適用 

45％ 

ふじ種 毎年均等な引下げにより 20

年目に無税 

 

ナシ 西洋ナシ 毎年均等な引下げにより 10 年目で無税 45％ 

日本ナシ 毎年均等な引下げにより 20 年目で無税 

 （注）韓国は現在，害虫の問題で米国産リンゴとナシの輸入を禁止している。 

 世界（中国を除く）の主要リンゴ品種のシェア  World Apple Report 誌（2011 年 2 月号） 

 （％） 

2010 年のランク 品  種 
2005 年 

（実績） 

2010 年 

（暫定値） 

2015 年 

（予想） 

2020 年 

（予想） 

1 ゴールデンデリシャス 19.50 18.12 16.78 16.27 

2 デリシャス 18.83 16.22 14.85 14.27 

3 ガラ／ロイヤルガラ 10.65 13.43 13.67 14.12 

4 ふじ 6.61 8.36 7.65 7.75 

5 グラニースミス 5.69 5.75 5.24 5.16 

6 アイダレッド 3.35 3.01 3.56 3.54 

7 ジョナゴールド 3.26 2.85 3.60 3.48 

8 ブレイバーン 2.51 2.57 2.44 2.43 

9 クリップスピンク／ピンクレディー 1.23 2.11 2.18 2.28 

10 ジョナサン（紅玉） 2.26 1.80 1.75 1.60 

12 マッキントッシュ（旭） 1.62 1.32 1.42 1.32 

16 王林 0.62 0.68 0.63 0.63 

18 つがる 0.50 0.54 0.53 0.50 

27 ハニークリスプ 0.07 0.31 0.36 0.45 

30 カメオ 0.16 0.24 0.23 0.25 

31 パシフィックシリーズ 0.03 0.19 0.18 0.19 

36 陸奥 0.17 0.13 0.11 0.10 

37 北斗 0.10 0.10 0.10 0.09 

38 千秋 0.10 0.08 0.08 0.08 

39 ジャズ 0.01 0.08 0.17 0.21 
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濃縮リンゴジュースの貿易をめぐる不確実性 
                       World Apple Report 誌（2011 年 2 月号） 

 今後数ヵ月間における濃縮リンゴ

ジュースの貿易の数量と方向について

は，例年になく不確実性に覆われてい

る。ヨーロッパの供給量については，主

にポーランドにおいて 140 年間で最悪の

洪水に見舞われた影響で大きく減尐して

いる。中国の加工業者は，収穫以来，生

鮮リンゴの供給量不足と高い需要のため

原材料に対してより高い価格で入札せざ

るを得なかった。 

 このような背景にもかかわらず，今

シーズンの最初の 3 ヵ月である 2010 年

9 月から 11 月における中国の濃縮リン

ゴジュースの輸出量は，昨年同期に比べ

て 40％増となった。この増加分のうち

どれくらいが持ち越し在庫分を取り崩し

て使っているかは明らかでない。同期に

おける中国の濃縮リンゴジュースの平均

輸出価格は， 2009 年のトン当たり

844.60 ドルから 2010 年には 960.43 ド

ルに上昇した。 

 

<その他のでき事> 

その他の 2 つの注目すべきでき事が濃

縮リンゴジュースの市場に影響を与え

た。一つは，2009 年 11 月に米国商務省 

が中国の濃縮リンゴジュースに対して 10

年間課していたアンチダンピング関税を

撤廃したことである。中国の主要な輸出

業者の多くはこのダンピング関税の対象

外であったものの，関税撤廃は輸出業者

の米国市場への再参入に影響を及ぼした

であろう。このことは現在の供給量が不

足する状況においては大きな影響を持つ

ようには見えないが，しかし，供給量が

豊富になった年においては変動要因とな

りうる。 

 もう一つの主要なでき事は，開始が目

前に迫ったミネアポリス穀物取引所

（MGEX）における濃縮リンゴジュース

の先物取引である。新しい先物取引は世

界中の経営者を呼び込むことができるで

あろうが，過去 10 年間において農業に

つながりのない一般投資家が商品に関す

る様々な取引手段に関与するようになっ

てきており，濃縮リンゴジュースに関す

る先物商品市場は，これらの投資家に対

して，もう一つの魅力的な選択肢を提供

することになる。これらの投資家は多額

の資本を操っているため，新しい濃縮リ

ンゴジュースの先物市場の発展と業績に

大きな影響を持ちうることになる。 

韓国産リンゴ「ふじ」が米国へ初めて輸出 
韓国農林水産食品部 HP（2011 年 4 月 5 日） 

韓国国立植物検疫院は，国産リンゴ

「ふじ」が 4 月 11～12 日に米国へ初め

て輸出される予定であることを公表し

た。 

韓米両国は韓国産「ふじ」の輸出につ

いて，1994 年 8 月に両国間で合意し，

2010 年 3 月，韓米植物検疫専門家会議

で Work Plan が用意されたことで輸出

に道が開かれることになった。 

今回輸出されるリンゴは，昨年秋に収

穫され，米農務省の承認を受けた低温倉

庫に保管されていた 150 トンのうち 36

トン（3 コンテナ）で，4 月 6 日から忠

清北道園芸農協産地流通センター（忠州

市所在）に設けられたくん蒸施設でメチ

ルブロマイドによるくん蒸処理がされた

後，韓米両国の検査係官が合同で検査し 

た後，4 月 11～12 日に出荷される予定

である。 

 今回，米国へ初輸出される量はそれほ

ど多くないものの，これまで台湾市場に

偏っていた「ふじ」の輸出市場が米国に

も拡大することで新たな輸出基盤ができ

たという点での意味は大きいと農林水産

食品部はいう。 

 

<韓国産「ふじ」の対米輸出条件> 

○ 輸出選果場および消毒処理施設の登 

 録 

○ 輸出する果樹園の栽培地検査 

○ 低温処理（1.1℃，40 日間），メチ 

ルブロマイドによるくん蒸（2 時間） 

○ 韓米検査係官による共同輸出検査 
 

 

本誌の翻訳責任は，（財）

中央果実生産出荷安定基金
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年間 4 回発行しておりまし

た「海外果樹農業ニュース」

に 代 わ り ま し て 、4 月 よ り

「 海 外 果 樹 農 業 ニ ュ ー ス レ

ター」を年間 6 回（4、６、

８，10，12、２月）発行する

ことになりました。 

果実輸出市場情報などでき

るだけ産地の皆様の業務に直

結するような海外情報の収集

に重点化し、これらをタイム

リーに発信していくことを心

がけます。  

読者の皆様からの積極的な

ご要望も歓迎しますので、今

後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 

 
 

毎日くだもの 200 グラム運動 

本誌についてのご質問，お気付きの点などがある場合，または他に転載する場合には，左

記上にご一報くださるようお願いいたします。許可なくしての転載および複写（コピー）

は著作権の侵害となることがありますのでご注意ください。 

 

お知らせ 


